今から もう 二十 一 二 年 昔、 築地の 方に、 S と 云う 女 

学校が ありました。 その 女学校の 一年の 組に、 政 子 さ 

んと芳 子さん と 云う 生徒が 居りました。 私 はこれ から 

此の 両人と、 両人のお 友達だった 友 子さん と 云う 人と 

の 間に あ つ た 事 を 皆さんに 聞いて 戴こうと する のです _ 

政 子さん と芳 子さん と は、 従姉妹 同志で、 小学校の 

時分から、 一緒の 家に 住んで いました。 政 子さん のお 

父 様 は 立派な 学者で したが、 体が お 弱くて、 早くお 没 

なりに なり、 お母様 も 直ぐ 死んで おしまい になった の 

で、 まだ 小さい 政 子さん はたった 一人ぼっちの 可哀そ 

うな 子供に なって しまいました。 そこで、 ； S 父 康に当 



す。 真個に 友 子さん の 云う 通り、 私 は 不幸な の だ、 と 

思う と、 政 子さん に は、 訳 もな く、 寂しく 情けなく なつ 

て 来たので す。 

知らない うちに、 政 子さん は 友 子さん に 同情され た 

の を 喜んでい ました。 同情され ると、 政 子さん は、 到 

頁、 

m ノ 

「其 は 随分い やな 事 だ つて ある わ」 

と 云いながら、 涙 組んで しまいました。 

「そうでし ようね」 

何 か 考える ように 首 を 傾げて いた 友 子さん は、 やが 

て 政 子さん の 手 を 優しく 撫でながら 申しました。 



多勢の 人々 に は 聞いて 欲しく 無い お 話 をな さる 為で 

しょう。 

芳 子さん を、 一 つの 椅子に お掛けさ せになる と、 先 

生 は 少し 更 まった 口調で 仰 有い ました。 

「三 田さん、 政 子さん は 貴方と 一 緒のお 家に いらつ 

しゃった のです ね」 

「そうで) J ざいます」 

芳 子さん と 政 子さん は、 同じ 一族の 人々 ですから、 

二人とも 苗字 は、 同じで 三 田と いいました。 

「貴女と は 従姉妹 同志です ね。 政 子さん の 御両親 はい 

つ 頃お 亡くなりに なりました？」 



きっとよ ぃ果を 結ぶ ものです。 どんな 力で も 打 壊す 事 

は 出来ません。 友 子さん が 幾ら 我を張っても、 とうと 

うお 終い に 勝った の は、 芳 子さん の 親切、 よい 心掛で 

した。 

二 年 目の 終業式が すんだ 日、 お 家に 帰る と 政 子さん 

は 袴 を はいた まま、 芳 子さん のお 部屋に 来ました。 (友 

子さん は 二 年 丈す ると、 もう 学校 は 廃め て しまったの 

です。) 

そして 芳 子さん の 前に 坐る と、 心から、 

「芳 子さん、 どうぞ 勘弁して 頂戴」 と 申しました。 

学校で 戴いた 修業 証書 を 見て いた 芳 子さん は、 其の 
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